
1

熊本地震における健康局の支援活動の取組概要について

○ 避難所での被災者の健康管理
（全国の都道府県、政令市等との保健師派遣調整）

○ いわゆる「エコノミークラス症候群」の予防対策
（被災者向けの周知・啓発、予防のための弾性ストッキングの発送
調整ほか、専門家チームによる予防活動の支援）

○ 被災地における熱中症対策に関する周知

○ 管理栄養士等による避難所の食事状況の把握、離乳食・アレル
ギー食が必要な被災者の支援

○ 感染症対策、アレルギー疾患対策

○ 益城町を中心とした被災町村における保健事業再開の支援

平成28年12月16日
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暫定値

※派遣実績（人）とは、派遣された保健師の延べ人数を指す。
※厚生労働省調整以外のものも含む。熊本県・熊本市からの資料を元に算出。
※H28.10.24現在

熊本市

・4月16日に熊本県及び熊本市より厚生労働省に対して保健師派遣調整の要請あり。同日、
各自治体へ保健師の派遣の可否について照会し、派遣保健師が活動を開始。

熊本市以外

熊本県

ピーク時には最大75チーム、168人の派遣あり。

熊本地震に係る保健師派遣実績（延人数）

（厚生労働省健康局健康課保健指導室調べ）
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